
② 葬儀社との連絡、ご遺体のお見送りを行う。 

③ 調査の経過報告など、定期的（3 ヶ月に 1回

程度）な進捗状況の連絡および必要に応じて

情報を提供する。 

④ 説明会の前に報告書を送付し、疑問点があれ

ば質問提出を受ける。 

⑤ 説明会の場で疑問や思いが表出でき、解決で

きるよう評価委員や依頼医療機関との橋渡

しを行う。 

⑥ 説明会終了後、アンケートなどを実施し、評

価のための資料を作成する。 

 

５．業務上の留意点 

調整看護師は、モデル事業は、医療が社会から

より信頼されることをめざした先駆的な取り組み

であることを自覚し、専門的な知識・技術の提供

はもとより、誠実で品格のある態度で臨み、社会

的使命・社会的責任を自覚しながら、専門職とし

ての役割を果たすことが求められる。そのため、

以下の点に留意する必要がある。 

 

１）総合調整医との連携と必要な情報の伝達 

総合調整医は専従ではないため、調整看護師が

主体的に調整機能を発揮し、モデル事業が円滑に

進められるよう必要な情報を的確に伝達し、地域

事務局内の連携を強化する。 

 

２）多職種との協働によりモデル事業がスムーズ

に進められるよう調整する 

 評価結果が出るまでの長い時間経過の中で、最

善の結果を導き出すために、各職種が専門性を発

揮しながら協働できるよう調整する。 

 

３）プライバシーの保護、セキュリティ対策 

 業務上知り得た情報の取り扱いには十分留意し、

守秘義務を遵守すると共に、責任を持って確実な

情報管理を行う。 

 

４）各種書類の正確な受け渡し 

 事例ごとに数多くの書類の取り扱いが求められ

るが、正確な調査が行われ、適切な評価を導き出

すためには確実な授受が必要である。適宜チェッ

クリスト等を活用し、確実な管理をする。 

 

５）遺族へのグリーフケアの実践と調整者として

の役割の遂行 

 遺族は、評価結果が出るまでの長い期間に、家

族を失った悲しみや医療機関に対する不満など、

様々な思いを抱えている。 

医療機関や主治医等に対する不信・不満がある

場合には、医療施設における医療提供について熟

知している調整看護師が、客観的な姿勢を忘れず

に遺族の話を傾聴し、院内調査委員会に伝えたり、

遺族に適切に情報を提供したりして、医療機関と

遺族の双方で問題解決に近づけるように助ける。 

 

６．その他 

１）事例を増やすための、モデル事業の周知のた

めの広報活動のありかた 

具体的方策は今後のモデル事業の展開方針を踏

まえて検討する必要があるが、モデル事業の社会

的意義や、調整看護師の重要性などの啓発･普及に

ついては、看護職能団体の研修会等における講演

など、要請があれば積極的に対応することが望ま

しい。 

 

２）事例のデータ管理 

 説明会が終了した事例について、各地域事務局

の取り決めに基づいてデーターベース化する。 

 

今後の課題 

１．全国 8 地域事務局の連携を強化し、事例につ

いての情報共有・評価をする場が不可欠である。

調整看護師の資質向上を目指すためにも、定期

的な意見交換・情報交換等の場づくりに対する

支援が必要である。 

２．調整看護師は、死亡直後で精神的に混乱し、

医療への不信感等のマイナス感情を持っている

遺族に初対面で対応し、調整に努め、事業の円

滑な進捗を管理する重要な役割を担っている。
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